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学術を実践するための条件を整える活動でもあります。こうしたしく
みが、分野や立場をこえた協働を活性化させ、そこから新しい研究テー
マ、教育の機会、そして実践が生み出されていくことを期待しています。

研究の概要
複雑化した社会の事象を、多様な専門分野の協力関係によって明

らかにしようとする研究は、従来、学際研究（interdisciplinary 
research）と呼ばれてきました。しかしながら、近年では研究活動そ
れ自体の社会性（研究にまつわる倫理、政治、経済）に目が向けられ
るようになり、社会活動と研究活動を安易に切り離して考えることは
難しくなっています。そうした状況において、研究活動をただアカデ
ミアの中で行うだけでなく、社会やそこで生活を営む人びとと「とも
に行う」仕組みが求められています。学際性に加えて社会とのつなが
りをもった研究を、超学際研究（transdisciplinary research）と言
います。
本研究では、人文科学、社会科学から自然科学にわたる多様な専門

分野が協働し、同じ社会に生きるさまざまなアクターとの協働によっ
て知的探究を行えるような、新しい調査研究の体制を整備し、そこか
ら教育、研究、そして実践の意味ある循環を作り出すことを目的とし
ています。

 ▍ 研究の背景と結果
真に問うべき問題を探究するためのプロセスは、まず当事者・関係

者を含む多様なアクターとともにプロジェクトを立ち上げ、実施する
ことからはじまります。この活動を通じて、参加者全員が自らの当事
者性や専門性に自覚的になり、そのうえで、協働して探究すべき問題
をともに作り上げていきます。
社会現象、自然現象、そして経済活動がまじりあうテーマの一例と

して、「化粧品に用いられる化学物質の使用とその規制」に関する過去
のプロジェクトを紹介してみましょう。まず、化粧品はマーケットを
通じて普及する嗜好品と考えられます。使用される原料は自然由来の
ものから合成化合物までさまざまで、消費者のニーズに応じて商品が
開発されています。安心して効果の高い化粧品を安く手に入れられる
ことは消費者の利益となりますが、安全性や製造コストは、企業、開
発者、消費者、また化粧品をとりまく関連団体のいずれか一つの利害
関心で決定できる問題ではありません。化粧品そのものが、科学技術、
社会的慣習、経済活動の混ざり合った対象であることに加え、その開
発にはSDGsに代表されるグローバルな政策的関心が密接に関わるため、
多様な要素の絡まり合った問題を過度に単純化することのなく扱おう
とするとき、超学際的な研究が求められることになります。
本研究では、こうした複合的な要素を有した対象（問題）として、

ほかに「過疎地域におけるモビリティ」、「都市部の空き家問題」、「ア
バターの教育利用」といったテーマをとりあげて、自治体や企業といっ
た学外の組織の協力を得ながら超学際的プロジェクトを実施しています。
そしてそこから、新しい協働の場を作り、超学際研究の方法論を探求し、
また研究成果を社会に還元するしくみを作り出す活動を行っています。

 ▍ 研究の意義と将来展望
超学際研究は、新しい学問領域の制度化や体系化を目指すものでは

なく、真に問われるべき問題の発見や、実践的で協働的な知的探究プ
ロセスをとおして、開かれた学知の場を整備する取り組みといえます。
多様な知の相互作用に目を向け、社会との継続的なかかわりのなかで

図1. 超学際研究の概念図

図2. 過去のプロジェクト・テーマの例

図3. 地域住民とプロジェクトの進捗を検討する
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